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広 報 館 報

平成31年度当初予算をお知らせします ‥‥‥２・３

村制60周年記念事業オリジナル切手写真（画像）

入選作品決定について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５

特産推進室プロジェクト紹介‥‥‥‥‥‥‥‥‥６

まめまめ知識 №65 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥７

小谷マタギと参加する雪上の「獣狩り」ツアー ‥12

平成31年度公民館新講座紹介 ‥‥‥‥‥‥‥‥13

ポールさんの「中谷雪祭り」体験記 №２‥‥‥‥13

栂池ジュニアノル・栂池ノル・スキーマスターズ入賞者‥14

農業女子の“伊折暮らし”ノート⑪  ‥‥‥‥‥‥15

村制60周年記念　オリジナル切手入選作品

彩りの雨飾

若葉映える塩の道

白山神社の大杉
自然園を照らす天の川

夏の栂池自然園

水面彩る鎌池

（表示形式はイメージで実際の切手の仕様とは異なります）



平成31年度当初予算の概要
　
平
成
31

平
成
31
年
度
当
初
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
31
年
度
当
初
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
比
１
，
５
６
０
，

０
０
０
千
円
減
の
総
額
４
１
億
３
，
０
０
０
万
円
と
な
り
、
昨

年
度
当
初
予
算
に
比
べ
27
・
４
％
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
当
初
予
算
は
、「
骨
格
予
算
」
と
呼
ば
れ
、
施
設
建
設

の
よ
う
な
政
策
的
経
費
の
予
算
計
上
を
避
け
、
経
常
経
費
を

主
と
し
た
予
算
計
上
と
し
て
い
る
た
め
で
す
。
村
長
選
挙
後

の
補
正
予
算
に
お
き
ま
し
て
、
首
長
の
意
向
を
反
映
さ
せ
た

事
業
な
ど
を
肉
付
け
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
重
点
施
策
と
い
た
し
ま
し
て
、
道
路
等
イ
ン
フ
ラ
施

設
の
長
寿
命
化
や
移
住
対
策
と
し
て
村
営
住
宅
の
新
た
な
建

設
、
お
た
り
５
４
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
、
村
内
再
開
発
事

業
等
に
予
算
配
分
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
全
国
の

皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

を
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
方
創

生
推
進
交
付
金
等
の
国
及
び
県
補
助
事
業
を
財
源
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。

歳
　
入

　
村
税
は

個
人
住
民

税
で
個
人
消
費
・
個
人
所
得
等

の
状
況
・
動
向
を
踏
ま
え
前
年

か
ら
の
微
増
を
見
込
む
と
と
も

に
、
普
通
交
付
税
で
は
平
成
28

年
度
算
定
よ
り
採
用
さ
れ
た
人

口
等
の
激
減
緩
和
措
置
等
を
加

味
し
前
年
比
５
９
，
１
７
８
千

円
の
減
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の
収
入

実
績
等
を
加
味
し
て
前
年
比
９

０
０
，
２
０
７
千
円
の
減
と
し

て
お
り
ま
す
。

歳
　
出

　
歳
出
を
性
質
別
に
見
て

み
る
と
、
物
件
費
は
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
事
業
に
お
け
る
寄
付
者
へ
の
返

礼
品
購
入
等
に
要
す
る
経
費
等
か
ら
前
年
比
４

６
０
，
３
０
３
千
円
の
減
、
補
助
費
及
び
普
通
建

設
事
業
費
に
つ
い
て
は
骨
格
予
算
段
階
の
た
め

概
要
は
未
定
、
積
立
金
は
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

基
金
の
積
立
金
等
か
ら
前
年
比
６
３
０
，
０
０

７
千
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
小
谷
村
に
寄
付
を
い
た

だ
い
た
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の
基
金
積
立

残
高
は
平
成
30
年
度
末
で
約
28
億
円
程
度
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
平
成
31
年
度
一
般
会
計
当
初

興
事
業
等
に
１
億
０
，
４
１
７
万
円
、「
豊
か
な

村
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
」
と
し
て
産
業
振
興

対
策
・
移
住
対
策
・
生
活
基
盤
改
善
事
業
等
に
３

億
３
，
３
４
９
万
円
、「
子
ど
も
た
ち
の
自
然
体

験
活
動
に
関
す
る
事
業
」
と
し
て
、
野
外
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
券
等
に
６
６
６

万
円
、「
登
山
道
・
遊
歩
道
及
び
ト
イ
レ
等
の
環

境
整
備
に
関
す
る
事
業
」
と
し
て
遊
歩
道
整
備
・

塩
の
道
整
備
に
５
，
９
２
７
万
円
、「
そ
の
他
村

長
が
推
進
す
る
事
業
」
と
し
て
村
内
写
真
撮
影

業
務
・
村
内
再
開
発
事
業
等
に
１
億
５
，
１
９
１

万
円
の
計
６
億
５
，
５
６
７
万
円
を
財
源
と
し

て
活
用
し
、
地
域
振
興
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
基
金
活
用
事
業
は
左
の

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

予
算
に
お
け
る
基
金
活
用
の
概
要
と
し
て
、
こ

の
う
ち
「
豊
か
な
暮
ら
し
づ
く
り
に
関
す
る
事

業
」
と
し
て
健
康
増
進
事
業
・

・

子
育
て

教
育
振

地方譲与税等

地方交付税

国庫支出金
県 支 出 金

村　  税

寄　附 金

村　 債
そ の 他

繰 入 金 

5億3,437万円
(12.9%)

16億0,600万円
(39.0%)

1億4,485万円
(3.5%)

1億2,538万円
(3.0%)

1億55万円
(2.4%)

1億4,950万円
(3.6%)

1億9,599万円
(4.7%)

1億1,590万円
(2.8%)

公　債　費

土　木　費

農林水産業費

民　生　費

総　務　費

教　育　費

商　工　費

衛　生　費

そ の 他

6億5,463万円
(15.9%)

8億2,965万円
(20.2%)

4億2,318万円
(10.2%)

4億4,282万円
(10.7%)

6億6,635万円
(16.1%)

3億3,717万円
(8.2%)

3億9,162万円
(9.5%)

1億6,584万円
(4.0%)

2億1,874万円
(5.2%)

（構成比）

11億5,746万円
(28.1%)

歳　　入

（構成比）支　　出

一般会計 
41億 3,000万 円
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平成31年度当初予算　「信州小谷村」ふるさと応援基金活用事業
合計　6億5,567万円

豊かな暮らしづくりに関する事業 単位：千円
事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

ふるさと応援寄付金事業 一般財源事務費分 1,373
おたり５４プロジェクト推進事業 補助残等一般財源分に充当 34,000
地域高校対策事業 負担金補助及び交付金全額 57,500
海外交流研修事業 事業全体 5,500
保育園一般経費 保育料負担金差額分 5,800

小　　計 104,173

豊かな村づくりに関する事業 単位：千円
事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

ふるさと応援寄付金事業 一般財源事務費分 1,991
地域づくり事業補助金 地域づくり事業補助金 15,000
農業支援事業 トラクター＆アタッチメント 8,500
商工振興一般経費 起業支援事業補助金 5,000
栂池自然園管理事業 ビジターセンター屋根・外壁工事設計 3,000
住宅建設事業 鐘の鳴る丘村営住宅建設工事 300,000

小　　計 333,491

全ての村民が安心して暮らせる仕組み作りに関する事業 単位：千円
事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

ふるさと応援寄付金事業 一般財源事務費分 143

子どもたちの自然体験活動に関する事業 単位：千円
事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

ふるさと応援寄付金事業 一般財源事務費分 795
ふるさと応援寄付金事業 ＯＢＪ教育プログラム実施委託料 3,869
事務局一般経費 保小中スキーシーズン券 2,000

小　　計 6,664

登山道・遊歩道及びトイレ等の環境整備に関する事業 単位：千円
事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

ふるさと応援寄付金事業 一般財源事務費分 771
林業振興事業 ブナの小径休憩所修繕・鉈池遊歩道修繕 700
林業振興事業 ブナ林亭及び鎌池周辺管理委託 3,300
栂池自然園管理事業 自然園木道測量設計委託料 3,000
栂池自然園管理事業 自然園木道工事・楠川トイレ建設工事 28,000
国立公園管理事業 事業全体（一般財源分） 15,600
塩の道整備事業 事業全体 5,400
森林セラピー事業 塩の道標柱・ウッドチップロード 2,500

小　　計 59,271

木道整備支援 単位：千円
事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

ふるさと応援寄付金事業 一般財源事務費分 16 

その他村長が推進する事業 単位：千円
事　　　業　　　名 事　業　内　容 基金活用額

企画一般経費 林明輝写真撮影業務 6,000
ふるさと応援寄付金事業 一般財源事務費分 1,111
村内再開発事業 事業全体 144,800

小　　計 151,911

(3) 広報おたり　平成31年４月号



人
　
事
　
異
　
動

人
　
事
　
異
　
動

４
月
１
日
付
役
場
職
員
等
の
人
事
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

異

動

職

員

◎
総
務
課

・
総
務
課
長

横
澤
　
　
勲

（
観
光
振
興
課
長
）

・
庶
務
係
長

北
村
　
幸
治

（
小
谷
村
診
療
所
事
務
長
）

・
税
務
係
長

松
澤
　
敏
夫

（
総
務
課
　
税
務
係
）

・
税
務
係

相
澤
　
和
之

（
観
光
振
興
課
　
農
林
係
）

・
企
画
財
政
係
長

千
國
　
善
之

（
建
設
水
道
課
　
建
設
係
長
）

・
企
画
財
政
係

栗
田
　
　
寧

（
特
産
推
進
室
　
特
産
推
進
係
）

◎
住
民
福
祉
課

・
住
民
福
祉
課
長

太
田
　
　
勝

（
総
務
課
　
企
画
財
政
係
長
）

（
　
）
内
は
旧
任

・
小
谷
村
診
療
所
事
務
長

竹
田
　
一
雄

（
総
務
課
　
税
務
係
長
）

・
福
祉
係
長

石
田
　
瑞
穂

（
観
光
振
興
課
　
観
光
商
工
係
）

◎
観
光
振
興
課

・
観
光
振
興
課
長

関
　
　
芳
明

（
住
民
福
祉
課
長
）

・
観
光
商
工
係
長

矢
口
　
浩
幸

（
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
係
長
）

・
観
光
商
工
係

相
澤
　
　
友

（
総
務
課
　
税
務
係
）

・
農
林
係

鷲
澤
　
　
涼

（
建
設
水
道
課
　
建
設
係
）

◎
建
設
水
道
課

・
建
設
係
長

佐
藤
　
孝
行

（
住
民
福
祉
課
　
福
祉
係
長
）

・
建
設
係

大
日
方
　
繁
文

（
住
民
福
祉
課
　
住
民
係
）

◎
特
産
推
進
室

・
特
産
推
進
係

田
口
　
真
吾

（
総
務
課
　
企
画
財
政
係
）

◎
教
育
委
員
会

・
教
育
課
長

鷲
澤
　
美
幸

（
総
務
課
　
庶
務
係
長
）

・
社
会
教
育
係
長

中
村
　
洋
隆

（
観
光
振
興
課
　
観
光
商
工
係
長
）

・
総
務
学
校
係
長

松
澤
　
亮
一

（
教
育
委
員
会
　
総
務
学
校
係
）

・
子
育
て
支
援
係
長山

田
　
圭
佐
美

（
小
谷
村
保
育
園
園
長
）

・
小
谷
村
保
育
園
園
長松

澤
　
由
佳

（
小
谷
村
保
育
園
主
任
保
育
士
）

・
小
谷
村
保
育
園
主
任
保
育
士

千
国
　
久
美
子

（
小
谷
村
保
育
園
保
育
士
）

新
規
採
用
職
員

再
任
用
職
員

・
議
会
事
務
局
長

柴
田
　
友
造

観光振興課 住民福祉課 住民福祉課 住民福祉課 総務課
観光商工係 包括支援センター(保健師) 福祉係（保健師） 住民係 税務係

横川　祐典 伊藤　優 小池　千咲 西澤　芽衣 清水　大輔

退 

職

職

日
付
退
職
職
員
は
次
の

 
 

員

　
３
月
31

と
お
り
で
す
。

　
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

・
総
務
課
長

柴
田
　
友
造

・
総
務
学
校
係
長

齋
藤
　
か
お
り

・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　（
保
健
師
）

小
林
　
高
大

広報おたり　平成31年４月号 (4)



　
村
制

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
切
手
（

枚

セ
ッ
ト
を
２
パ
タ
ー
ン
）
に
使
用
す

る
写
真
（
画
像
）
を
一
般
募
集
し
た
結

果
、
村
民
か
ら

点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　
役
場
関
係
８
名
、
議
会
、
Ｊ
Ａ
ほ
か

役
場
関
係
者
以
外
で
６
名
、
計

名

に
選
定
し
て
い
た
だ
き
、
６
点
を
入

選
作
品
と
し
て
決
定
い
た
し
ま
し

た
。

60

　
入
選
作
品
６
点
と
村
制

周
年
記

念
写
真
集
を
撮
影
し
て
い
る
林
　
明

輝
さ
ん
の
画
像

3314
点
を
使
用
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
切
手
を
６
月
頃
各
戸
配
布

予
定
で
す
。

60

14 10

入
選
者
氏
名
・
作
品
タ
イ
ト
ル

瀬
戸
　
　
守 

さ
ん

　「
自
然
園
を
照
ら
す
天
の
川
」

岸
本
さ
や
か 

さ
ん

　「
水
面
彩
る
鎌
池
」、

　「
彩
り
の
雨
飾
山
」

松
澤
　
　
渚 

さ
ん

　「
若
葉
映
え
る
塩
の
道
」

猪
股
　
崇
志 

さ
ん

　「
夏
の
栂
池
自
然
園
」、

　「
白
山
神
社
の
大
杉
」

（
印
刷
の
都
合
上
、
入
選
作
品
と
オ
リ
ジ

ナ
ル
切
手
の
絵
面
が
一
致
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
企
画
財
政
係

　
電
話
８
２
‐
２
０
３
８

消
防
団
員
が
準
中
型
自
動
車
運
転
免
許
を

消
防
団
員
が
準
中
型
自
動
車
運
転
免
許
を

取
得
す
る
際
の
補
助
金
を
創
設
し
ま
し
た

取
得
す
る
際
の
補
助
金
を
創
設
し
ま
し
た

　
小
谷
村
で
は
、
平
成

年
３
月

に
改
正
さ
れ
た
道
路
交
通
法
で
新

設
さ
れ
た
「
準
中
型
免
許
」
を
取
得

す
る
消
防
団
員
を
支
援
す
る
た

め
、
準
中
型
運
転
免
許
の
取
得
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
４

月
１
日
よ
り
設
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
改
正
道
路
交
通
法
で

「
準
中
型
免
許
」
が
新
設
さ
れ
た
事

で
、
平
成

年
３
月

日
以
降
に

普
通
免
許
を
取
得
し
た
方
が
消
防

ポ
ン
プ
車
な
ど
の
車
両
（
４
ｔ
程

度
の
消
防
車
両
）
を
運
転
す
る
事

が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。

（
注：

平
成

年
３
月

日
以
降
に

普
通
免
許
を
取
得
し
た
方
が
運
転

で
き
る
の
は
３
・
５
ｔ
未
満
の
車

両
で
す
。）

　
平
成

年
３
月

日
以
降
に
普

通
免
許
を
取
得
し
た
方
で
、
準
中

型
免
許
を
取
得
す
る
た
め
教
習
所

へ
通
う
場
合
は
、
役
場
総
務
課
庶

務
係
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

◎ 

補
助
対
象
者

　
補
助
金
は
次
の
要
件
の
全
て
に

（１）該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

　
小
谷
村
消
防
団
に
加
入
し
て

29
29 29

12
12 12

29

い
る
方

　
平
成

年
３
月

日
以
降
に

初
め
て
普
通
自
動
車
免
許
を
取

得
し
た
方

　
補
助
交
付
後
５
年
以
内
に
消

防
団
を
退
団
す
る
見
込
み
が
な

い
方

　
消
防
団
活
動
以
外
の
目
的
の

た
め
の
取
得
で
は
な
い
方

　
村
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
方

◎
補
助
金
額

　
補
助
率
は
補
助
対
象
経
費
の

％
で
、
補
助
対
象
経
費
は
次
の

経
費
の
合
計
額
で
す
。

　
自
動
車
教
習
所
の
入
所
に
要

す
る
経
費

　
技
能
・
知
識
の
教
習
に
要
す

る
経
費
（
追
加
講
習
は
含
み
ま

せ
ん
）

　
修
了
検
定
・
卒
業
検
定
に
要

す
る
経
費
（
追
加
の
検
定
費
は

含
み
ま
せ
ん
）

■
お
問
合
せ
先

総
務
課
庶
務
係

電
話
８
２
‐
２
０
２
４

（３） （２） （１） 50 （５） （４） （３） （２）

29

12
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今
月
は
「
お
た
り
猫
つ
ぐ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
貴
重
な
技

術
を
継
承
し
よ
う
と
、
２
０

１
７
年
冬
よ
り
「
猫
つ
ぐ
ら

職
人
養
成
講
座
」
を
開
催
。

同
時
に
、
そ
の
伝
統
技
術

生
業
の
一

が

つ
と
な
る
よ
う
、

新
し
い
販
売
先
や
販
売
方
法

等
の
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
　

20

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果

　
こ
う
し
た
取
組
み
の
な

か
、
こ
れ
ま
で
に
約

名
が

講
座
を
受
講
し
、
先
生
の
お

墨
付
き
を
い
た
だ
い
た
職
人

さ
ん
が
４
名
誕
生
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
み

　
新
し
い
職
人
さ
ん
を
は
じ
め
受

　
雪
国
・
小
谷
村
の
冬
の
大
切
な

講
生
の
み
な
さ
ん
は
、
先
生
の
教

手
仕
事
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き

え
を
基
本
に
独
自
の
ア
イ
デ
ア
を

わ
ら

た
「
藁
細
工
」。

プ
ラ
ス
し
、
猫
つ
ぐ
ら
だ
け
で
は

　
そ
ん
な
藁
細
工
の
代
表
と
も
言

な
く
新
た
な
作
品
を
生
み
出
し
て

え
る
「
猫
つ
ぐ
ら
」
で
す
が
、
後
継

い
ま
す
。
そ
の
探
究
心
の
強
さ
に

者
不
足
に
よ
り
作
り
手
が
減
少
。

は
、
私
達
事
務
局
メ
ン
バ
ー
も
驚

く
ば
か
り
。

　
そ
ん
な
み
な
さ
ん
の
作
品
を

引
っ
提
げ
、
昨
年
度
は
「
善
光
寺
び

ん
ず
る
市
」
へ
の
出
展
の
ほ
か
、
大

町
市
の
「
塩
の
道
ち
ょ
う
じ
や
」
さ

ん
で
藁
細
工
の
企
画
展
を
開
催
！

　「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
」
の
返
礼

品
と
し
て
も
取
り
扱
っ
て
も
ら
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
道
の
駅
等
で
の
店
頭
販
売
も
含

め
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
生

ま
れ
た
藁
細
工
の
売
上
げ
は
約

万
円
。

玉

た
だ
、
目

と
な
る
猫
つ
ぐ

ら
の
売
上
げ
は
残
念
な
が
ら
苦
戦

中
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
望

　
作
り
手
が
増
え
、
猫
つ
ぐ
ら
を

安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
に



要

な
っ
た
今
、

ど
う
す
れ
ば
、
必

と
し
て
い
る
人
に
お
届
け
（
販
売
）

で
き
る
か21
？

を
考
え
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

　
今
月

日
に
は
東
京
で
開
催
さ

れ
る
ペ
ッ
ト
イ
ベ
ン
ト
「
ニ
ャ
ン

フ
ェ
ス
」
に
出
展
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
愛

猫
家
の
み
な
さ
ん
に
直
接
「
小
谷 12

の
猫
つ
ぐ
ら
」
に
触
れ
て
い
た
だ

く
こ
と
、
ま
た
、
継
続
的
に
猫
つ
ぐ

ら
を
置
い
て
い
た
だ
け
る
店
舗
さ

ん
の
発
掘
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
養
成
講
座
は
、み
な
さ
ん

熱
心
に
取
り
組
み
つ
つ
も
、
と
て

も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
場
が
保
て

る
よ
う
、
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
近
い
将
来
、
現
在
の
受

講
生
の
み
な
さ
ん
が
、
今
度
は
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
や
仲
間
内
で
先
生

と
な
り
、
新
た
な
地
域
や
世
代
に

こ
の
技
術
が
広
が
っ
て
い
く
と
い

い
で
す
ね
。　
　
　
　 

　（
相
澤
）

メ
ン
バ
ー
の
想
い

★
ス
ベ
（
不
要
な
葉
）を
取
っ
て

長
さ
を
揃
え
て
太
さ
で
分
け
て

叩
い
て
柔
ら
か
く
し
て
…

想
像
以
上
に
大
変
で
面
倒

「
藁
の
選
別
」

な

も
当
た
り
前
に
こ

な
す
皆
さ
ん
の
熱
心
さ
が
私
の

や
る
気
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
村
上
）

★
多
く
の
生
徒
さ
ん
に
参
加
い

た
だ
き
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

す
。た

な
作
品

り
組

な
ど
、
生
徒づ
く
り
に
取

の
入

む新

さ
ん
の
熱

り
よ
う
に
私
自
身
も
と
て
も
刺

激
を
受
け
て
い
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
横
川
）

★
今
後
も
楽
し
く
作
り
続
け
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
、
作
品
を

安
定
的
に
販
売
で
き
る
環
境
を
整

え
な
け
れ
ば
と
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。

皆
さ
ん
が
熱
心
だ
か
ら
こ
そ
、
私

た
ち
も
頑
張
り
が
い
が
あ
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　 

　（
石
田
）

★
見
る
の
と
や
る
の
と
で
は
大
違

い
で
、
と
て
も
繊
細
で
根
気
の
い

る
作
業
で
す
。

藁
の
個
性
を
見
極
め
な
が
ら
丁
寧

に
編
ん
で
い
く
作
業
は
本
当
に
職

人
の
技
だ
な
と
感
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松
本
）
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皆
さ
ん
、
４

　
平
成
28

養
調
査
に
よ
る
と

の
約
18

３

の
体
重
が
減
少
し
た

kg

■
食
事
が
お
い
し
い
と
感
じ
な
い
、

病
後
に
食
欲
が
戻
ら
な
い

※
厚
生
労
働
省
「
日
本
人
の
食
事

摂
取
基
準
」
に
よ
る
と
70

高齢者の1日の食事目安量
１日に必要なエネルギー・たんぱく質量（70歳以上）

男  性 女  性
エネルギー（kcal） 2,200 1,750
たんぱく質（g） 60 50

品　目 摂 取 量 の 目 安
ごはん（300～350g）穀類 （パンなら1食に食パン1枚、麺なら1/2～1玉）

芋 じゃがいも（100g）

卵 鶏卵 1個
牛乳・乳製品 牛乳やヨーグルト 1～2カップ たんぱく質
魚介類 魚の切り身 1切れ
肉 薄切り肉 2～3枚 摂取対象品
大豆・大豆製品 豆腐 1/4丁と納豆ミニパック 1個

野菜 300～400g
果物 みかん 1個とりんご 1/4個

油脂 油大さじ 1
砂糖 砂糖大さじ 1～2

参考：日本人の食事摂取基準（2015年版）より
※食事療法を行っている方は、主治医・管理栄養士等と相談してください。

歳
以

月
に
な
り
、
陽
気
も
暖
か
く
な
り
過
ご
し
や
す
く
な
り
ま
し

上
の
高
齢
者
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
目
標

た
ね
。
小
谷
村
で
は
高
齢
者
の
口
腔
機
能
の
低
下
が
大
北
５
市
町
村
の
中

で
も
多
い
傾
向
に
あ
り
、
口
腔
機
能
の
低
下
及
び
そ
れ
に
伴
う
低
栄
養
状

態
の
予
防
が
重
要
で
す
。

　
今
回
は
「
高
齢
者
の
低
栄
養
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

値
は
21
・
５
～
24
・
９
と
な
っ

て
お
り
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ

が
や
せ
（
低
栄
養
）
と
判
定
さ
れ

ま
す
。

21
・
４
以
下

低
栄
養
を
予
防
す
る
に
は

　
低
栄
養
状
態
に
至
る
最
大
の
原

因
は
た
ん
ぱ
く
質
の
不
足
で
す
。

人
は
体
内
で
は
常
に
た
ん
ぱ
く
質

の
分
解
と
合
成
を
繰
り
替
え
し
、

あ
ら
ゆ
る
組
織
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。
た
ん
ぱ
く
質
が
不
足
す
る
と

筋
肉
を
作
る
力
が
低
下
し
、
全
身

の
筋
肉
量
が
減
少
し
ま
す
。
更
に

食
欲
が
な
く
、
摂
取
量
が
少
な
く

な
る
と
体
は
筋
肉
を
分
解
し
て
必

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
得
よ
う
と

す
る
た
め
更
に
筋
肉
が
減
少
し
ま

す
。
そ
の
結
果
、
更
に
フ
レ
イ
ル
が

悪
化
し
て
い
く
の
で
す
。

た
ん
ぱ
く
質
の
目
安

　
筋
肉
の
材
料
と
な
る
た
ん
ぱ
く

質
が
不
足
し
な
い
よ
う
に
、
肉
、

魚
、
大
豆
製
品
、
乳
製
品
な
ど
を
毎

日
の
食
事
で
摂
取
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

な
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
筋
肉
を

分
解
し
て
補
う
た
め
体
の
筋
肉

が
更
に
減
少
し
て
い
き
、
転
倒

や
骨
折
の
原
因
に
な
る
。

■
体
の
免
疫
力
が
低
下
し
、
風
邪

や
肺
炎
と
い
っ
た
疾
患
に
感
染

し
や
す
く
な
る
。

■
低
栄
養
の
指
標
で
あ
る
血
清
ア

フ
レ
イ
ル
と

高
齢
者
の
低
栄
養
に
つ
い
て

　
食
事
量
が
減
る
、
噛
む
力
が
弱

く
な
る
等
の
理
由
に
よ
り
高
齢
者

の
方
は
低
栄
養
に
な
り
が
ち
で

す
。
低
栄
養
に
な
る
と
必
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
筋
肉
を
分
解
し
て
補

う
た
め
更
に
全
身
の
筋
肉
が
減
少

し
、
身
体
機
能
が
低
下
し
て
１
人

で
外
出
し
た
り
、
身
の
回
り
の
こ

と
を
自
力
で
行
う
こ
と
が
出
来
な

い
フ
レ
イ
ル
状
態
に
至
り
ま
す
。

ル
ブ
ミ
ン
が
低
値
（
３
・
７
ｇ
／

dl
以
下
）
の
場
合
、
正
常
値
の
人

年
度
の
国
民
健
康
・
栄

65
歳
以
上
の
人

と
比
較
す
る
と
認
知
症
を
発
症

す
る
リ
ス
ク
が
２
倍
に
な
る
。

低
栄
養
状
態
を
簡
単
に

チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
法

　
次
の
場
合
、
低
栄
養
状
態
の
危

険
が
あ
る
た
め
か
か
り
つ
け
医
師

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

％
以
上
の
人
が
低
栄
養
状

態
で
あ
り
、
高
齢
者
の
６
人
に
１

人
の
割
合
に
な
り
ま
す
。
低
栄
養

状
態
に
な
る
と
以
下
の
リ
ス
ク
が

出
て
き
ま
す
。

■
栄
養
が
不
足
す
る
と
足
り
な
く

kg
）
÷
身
長
（
m
）

が
18
・
５
未
満

■
Ｂ
Ｍ
Ｉ
〔
体
重
（）〕

÷
身
長
（
m

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で

高
齢
期
の
健
康
に
は
必
要
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
を
満
た
し
た
食
事
が
必

須
で
す
。
こ
の
住
み
慣
れ
た
地
域

で
い
つ
ま
で
も
生
活
で
き
る
よ
う

フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

住
民
福
祉
課
福
祉
係


８
２
‐
２
５
８
２

　
参
考
文
献

・
公
益
財
団
法
人
長
寿
科
学
振
興
財

団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
フ
レ
イ
ル
と

は
、
フ
レ
イ
ル
の
原
因)

・
ず
っ
と
元
気
で
い
る
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
～
高
齢
期
の
特
性
を
合
わ
せ

た
保
健
指
導
（
監
修
／
桜
美
林
大

学
老
年
学
総
合
研
究
所
所
長
　
鈴

木
隆
雄)

・
健
康
寿
命
を
の
ば
す
た
め
に
フ
レ

イ
ル
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
（
監
修

／
東
京
大
学
高
齢
社
会
総
合
研
究

機
構
教
授
　
飯
島
勝
矢)
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■
最
近
１
～
６
ヶ
月
の
間
に
２
～



（２） （１） （２） （１）
10 20 住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助
金

　
今
年
度
も
、
初
め
て
申
請
さ
れ

業
所
が
あ
る
住
宅
関
連
業
者

る
方
の
他
、
以
前
申
請
さ
れ
た
方

（
個
人
事
業
者
も
含
む
）
に
依
頼

の
２
回
目
の
申
請
も31 31 1320
受
け
付
け
ま

す
る
こ
と

す
。

　
令
和
２
年
３
月
末
ま
で
に
工

　
初
め
て
申
請
さ
れ
る
方
と
、
２

事
が
完
了
し
、
工
事
代
金
の
支

回
目
の
申
請
を
さ
れ
る
方
の
応
募

払
い
が
で
き
る
こ
と

期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

■
そ
の
他

く
だ
さ
い
。

・
補
助
金
の
交
付
は
同
一
年
度
内

（３）
に
１
回
限
り
で
す
。

■
受
付
期
間
　

・
予
算
限
度
に
到
達
し
た
場
合
、

　
初
め
て
の
方

受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
令
和
元
年
５
月

日
（
月
）
～

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
し

　
令
和
元
年
７
月

日
（
水
）

て
く
だ
さ
い
。

　
２
回
目
の
方

・
申
請
書
の
提
出
を
も
っ
て
受
付

　
令
和
元
年
６
月
３
日
（
月
）
～

と
し
ま
す
。
お
電
話
等
で
の
予

　
令
和
元
年
７
月

日
（
水
）

約
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象

　
　
　
　
　

　
個
人
住
宅
の
増
改
築
・
修

■
お
問
い
合
わ
せ

繕
・
模
様
替
え
・
設
備
改
善
工

　
観
光
振
興
課
観
光
商
工
係

事
等

　
電
話
８
２
‐
２
５
８
５

　
対
象
工
事
が

万
円
以
上
で

あ
る
こ
と

■
補
助
金
額

　

万
円
以
上
の
工
事
で
工
事
費

の
１
／
３
補
助
、
最
高
限
度
額

万
円

■
補
助
条
件
　

　
村
内
に
住
民
登
録
・
法
人
登

録
さ
れ
て
い
る
方

　
小
谷
村
内
に
本
社
ま
た
は
営

治
療
用
装
具
代（
コ
ル
セ
ッ
ト
等
）も

福
祉
医
療
の
該
当
に
な
り
ま
す

　
福
祉
医
療
対
象
者
は
、
医
療
機

・
加
入
健
康
保
険
か
ら
の
支
給
決

関
に
て
診
療
す
る
際
、
窓
口
に
て

定
通
知
書
又
は
保
険
給
付
証
明

福
祉
医
療
受
給
者
証
を
提
示
す
れ

書

ば
、
自
動
給
付
方
式
ま
た
は
、
現
物

・
装
具
装
着
証
明
書

給
付
方
式
に
て
福
祉
医
療
費
を
受

・
治
療
用
装
具
作
成
費
の
領
収
書

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
健
康
保
険
証

　
治
療
用
装
具
作
成
に
掛
か
る
費

用
も
福
祉
医
療
費
の
対
象
と
な
り

※
対
象
と
な
る
も
の
は
、
医
師
が

ま
す
の
で
、
小
谷
村
役
場
住
民
係

治
療
の
た
め
に
必
要
と
認
め
た

へ
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

治
療
用
の
装
具
の
場
合
に
限
り

ま
す
。

■
申
請
方
法

　
医
師
の
指
示
に
基
づ
き
治
療

対
象
と
な
る
主
な
治
療
用
装
具

用
装
具
を
作
成
し
た
場
合
は
、

○
関
節
用
装
具

装
具
の
作
成
費
用
を
ご
自
身
で

○
コ
ル
セ
ッ
ト

全
額
立
て
替
え
た
後
、
費
用
の

○
義
手
、
義
足
、
義
眼
　
な
ど

７
割
ま
た
は
８
割
を
「
療
養
費
」

（２） （１）
と
し
て
加
入
保
険
へ
請
求
す
る

対
象
と
な
ら
な
い
治
療
用
装
具

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
松
葉
杖

※
住
民
係
へ
の
申
請
前
に
療
養
費

○
補
聴
器

の
請
求
を
完
了
し
て
く
だ
さ

○
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
　
な
ど

い
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
加
入
保
険
か
ら
支
給
決
定
通

さ
い
。

知
書
又
は
保
険
給
付
証
明
証
が

■
お
問
い
合
わ
せ

送
付
さ
れ
ま
し
た
ら
、
以
下
の

　
住
民
福
祉
課
住
民
係

も
の
を
お
持
ち
に
な
っ
て
小
谷

　
電
話
８
２
‐
２
５
８
１

村
役
場
住
民
係
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後

日
を
経
過
し
た
飼
い
犬
に
つ
い

て
は
、
毎
年
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
対
象
の
飼
い
主
の
方
に
は
、
は

が
き
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
予
防
注
射
を
行
う
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

小
谷
村
狂
犬
病
集
合
予
防
注
射

■
実
施
日
　

　
４
月

日
（
木
）・

日
（
金
）

■
実
施
場
所
・
時
間

　
送
付
し
て
い
る
は
が
き
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
村
で
の
実
施
日
に
ご
都
合
が
悪

い
場
合
は
、
動
物
病
院
等
で
必

ず
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
住
民
係

　
電
話
８
２
‐
２
５
８
１

90 平成31年度
25

狂犬病予防注射に
　　　　　ついて
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シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
順
次
運
行

し
ま
す
。

　清掃センターでは、平成31年ゴールデンウィーク
連休に伴うごみの特別受け入れを次のとおり行い
ます。カレンダーを確認し、お間違えのないようお
願いいたします。

【受入日及び時間】 
●特別受入日　　４月29日(月)、５月２日(木)、
　　　　　　　　５月６日(月) 

●受入時間　　　午前９時から午後３時まで

平成31年ゴールデンウィーク特別受け入れについて

（１）
　
昭
和

白馬山麓清掃センターからのお知らせ

日 月 火 水 木 金 土 

4/28 29 30 5/1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11

平成31年 ４月28日～５月６日

休み

休み

即位の日国民の休日昭和の日

振替休日こどもの日

みどりの日憲法記念日

休み休み休み

休み

＝受入日

・シーズン中は大変混みますので、分別してから持ち込んで下さい。
・清掃センターご利用の方は場内マナーを守って下さい。
・粗大ごみ・産業廃棄物は搬入できませんのでご注意下さい。（特に布団・毛布など）
・収集業務及び粗大ごみのお問合せは小谷村役場 住民係へお願いします。【☎82-2581】
・その他ご不明な点は清掃センター（☎72-3312)までお問合せ下さい。

【ＵＲＬ】　 http://www.hakubasanroku.or.jp/

清掃センターからのお願い

休み

第
40
第
40

国民の休日

回
塩
の
道
祭
り
開
催
の
お
知
ら
せ

回
塩
の
道
祭
り
開
催
の
お
知
ら
せ

　
皆
様
の
暖
か
な
ご
支
援
、
ご

■
受
付
　
下
里
瀬
基
幹
セ
ン

タ
ー
付
近
　
午
前
８
時
～

協
力
に
よ
り
今
年
で

回
を
迎

え
ま
す
「
塩
の
道
祭
り
」。

　
連
休
の
中
日
と
な
り
ま
す

が
、
例
年
ど
お
り
小
谷
村
は
５

月
３
日
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
例
年
以
上
に
盛
り
上
げ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
　
令
和
元
年
５
月
３

　
車
で
お
越
し
の
方

　
栂
池
高
原
駐
車
場
（
無
料
）

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
受
付
ま

で
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
順
次

運
行
し
ま
す
。

　

バ
ス
料
金

　
無
料

　

]

[
]

を

　[

バ
ス
料
金

　[

運
行
時
間

※
受
付

20

[

運
行
時
間

分
～
８
時

　
午
前
７
時

分

分
～
８
時

30

日
（
祝
・
金
）

　
Ｊ
Ｒ
で
お
越
し
の
方

　
南
小
谷
駅
よ
り
受
付
ま
で

車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

２
０
１
９
年
５
月

日
（
日
）

※
応
募
書
類
確
認
後
、
日
時
・

会
場
等
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　
詳
細
は
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.p

ref-n
a
g
a
n
o-

h
osp

.jp
/h

on
b
u
/b

osh
u
/5651

■
お
問
い
合
わ
せ

（
地
独
）
長
野
県
立
病
院
機
構

　
本
部
事
務
局
人
事
課

電
話
０
１
２
０
‐
１
７
３
‐

３
１
４

薬
剤
師
の
募
集
に
つ
い
て

薬
剤
師
の
募
集
に
つ
い
て

　
地
方
独
立
行
政
法
人
長
野
県

立
病
院
機
構
で
は
、
２
０
２
０

　
採
用
予
定
職
種
に
係
る
免

年
４
月
採
用
予
定
の
薬
剤
師
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

■
採
用
予
定
職
種
・
採
用
人
数

　
薬
剤
師
　
若
干
名

■
採
用
予
定
日

　
２
０
２
０
年
４
月
１
日

※
既
に
免
許
・
資
格
を
有
す
る

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
入
職

時
期
に
つ
い
て
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。

■
受
験
資
格

　
次
の
い
ず
れ
の
条
件
も
満
た

す
方

（２）
に
生
ま
れ
た
方

許
・
資
格
を
有
す
る
方
（
来

春
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

を
含
む
）

■
申
込
書
類
提
出
期
限17

　
２
０
１
９
年
４
月

必
着

■
試
験
概
要

・
第
１
次
試
験

　
適
性
検
査

２
０
１
９
年
４
月

日
（
水
）

（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
テ
ス
ト
）

日
（
水
）

24

ま
で
に
各
自
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
受

検
・
第
２
次
試
験

　
面
接
試
験
（
個
別
）

35
年
４
月
２
日
以
降

40

12

]

　
無
料

]

　
午
前
７
時
20

分

（
下
里
瀬
）
付
近
に
は
駐

30

11
日
（
土
）、

長
野
市
内
（
予
定
）

(9) 広報おたり　平成31年４月号



 
 

賞
「
林
忠
彦
賞
」
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受賞者・受賞作品 
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発表形態：写真集
発行所：̴βͤβΔͺ
発行日：2018 年 11 月６日 
245×215mm / 96 ͷβ̳ /
写真点数 58 点 

２
０
１
９
年
度

長
野
県
派
遣
研
修
員
募
集
に
つ
い
て

　
長
野
県
で
は
、
中
国
語
や
中
国
の
社
会
事
情
等
に

精
通
し
、
本
県
と
河
北
省
の
友
好
交
流
を
担
っ
て
い

た
だ
け
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
に
、
次
の
と
お
り

研
修
員
を
派
遣
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
募
集
人
数
　
３
名

■
研
修
期
間
　
２
０
１
９
年
９
月
か
ら

　
　
　
　
　
　
２
０
２
０
年
８
月
（
１
年
間
）

■
研
修
機
関

　
中
国
河
北
大
学
国
際
交
流
教
育
学
院

　（
所
在
地：

中
国
河
北
省
保
定
市
）

■
主
な
研
修
内
容

・
中
国
語
の
学
習

・
中
国
の
政
治
、
経
済
、
社
会
等
の
諸
事
情
に
係
る
視
察

・
河
北
大
学
生
等
の
日
本
語
学
習
支
援

■
応
募
締
切

　
２
０
１
９
年
５
月
10
日
（
金
）

　
山
口
県
周
南
市
に
て
平
成
３
年
度

よ
り
実
施
し
て
い
る
全
国
的
な
写
真

の
第

回
受
賞
作
に
、

小
谷
村
を
題
材
と
し
た
野
村
恵
子
氏

　
詳
し
く
は
長
野
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ

長
野
県
県
民
文
化
部
国
際
課

〒
３
８
０
‐
８
５
７
０

長
野
市
大
字
南
長
野
字
幅
下
６
９
２
‐
２

電
話
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
１
８
８
（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
‐
２
３
２
‐
１
６
４
４

Ｅ
メ
ー
ルk

ok
u
sa

i@
p
ref.n

a
g
a
n
o.lg

.jp

「
Ｏ
ｔ
ａ
ｒ
ｉ
‐
Ｐ
ｒ
ｉ
ｓ
ｔ

の
作
品

し
た
。
煩
雑
な
現
代
社
会
に
お
い
て
、

い
の
ち
と
向
き
合
う
、
い
の
ち
を
つ
な

ぐ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
人
間

の
生
き
方
の
根
本
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
る
作
品
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
同
写
真
集
は
ど
ん
ぐ
り
図
書
館
に

蔵
書
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。

ｉ
ｎ
ｅ

Ｐ
ｅ
ａ
ｋ
ｓ

山
霊
の
庭
」
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
年
の
歳
月
を
か
け
小
谷
村
で
撮

影
さ
れ
た
同
作
品
は
、
山
に
生
き
る
人

間
と
生
き
物
の
関
係
を
と
ら
え
、
野
村

氏
自
身
の
小
谷
村
を
表
現
し
た
と
し

て
、
選
考
委
員
会
で
高
く
評
価
さ
れ
ま

h
ttp

s://w
w

w
.p

ref.n
a
g
a
n
o.lg

.jp
/k

ok
u
sa

i/sa
n

g
y
o/k

ok
u
sa

i/k
ou

ry
u
/k

a
h
ok

u
sh

o/b
osh

u
.h

tm
l 
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お
手
元
に
届
い
た
納
税
通
知
書
を
お
持
ち
の
上
、
お

近
く
の
「
銀
行
」、「
郵
便
局
」、「
農
協
」、「
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
」
等
で
、
５
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。
納
付
場
所
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
納
税
通
知

書
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
の
領
収
書
に
付
い
て
い
る
「
自
動
車
税

納
税
証
明
書
」
は
、
車
検
時
に
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
車
検
証
と
一
緒
に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。（
納
税
確
認
が
で
き
な
い
と
、
車
検
証
が
交
付
さ

れ
ま
せ
ん
。）

　
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
か
つ
、
一

定
の
障
害
等
級
以
上
の
方
が
所
有
す
る
車
の
自
動
車
税

は
、
申
請
に
よ
り
減
免
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
中
信
県
税
事
務
所
大
町
事
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

５
月
下
旬
に
な
っ
て
も
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
、

又
は
下
取
り
に
出
し
た
自
動
車
の
納
税
通
知
書
が
届
い

た
場
合
、
な
ど
の
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
県
庁
総
務
部
税
務
課
自
動
車
税
係

電
話
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
０
５
１

・
中
信
県
税
事
務
所
大
町
事
務
所

電
話
０
２
６
１
‐
２
３
‐
６
５
０
５

自
動
車
税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

納付方法

窓　口 クレジットカード ペイジー（Pay-easy）
金融機関、長野県及び新潟県内の郵便

局、コンビニエンスストア、長野県の県

税事務所で納付することができます。

インターネットサイト

「Yahoo！公金支払」から納

付することができます。

インターネットバンキング、モバ

イルバンキング及びＡＴＭを利

用して納付することができます。

納 付 時 の 領 収
書・納税証明書
の発行

あり

なし なし

納付後すぐに車検を受けるとき、領収書・納税証明書が必要な

ときは、窓口で納付してください。

ご注意ください
コンビニエンスストアでの納付は使用

期限があります。（使用期限は、収入済

通知書に記載してあります。）

税額の他に決済手数料がか

かります。

インターネットでの納付手続き

には、事前に金融機関への利用

申し込みが必要です。

車検用納税証明
書について

車検を受ける際は、運輸支局等で自動車税の納付確認が可能となっていますので、納税証明書の提

示が省略できるようになりました。ただし、納付確認ができるまで、納付後最短で５日、最長で４

週間程度かかります。

平
成
31
年
度
自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月
31
日
（
木
）
で
す

身
体
障
が
い
者
等
の
方
の
減
免
制
度
が

あ
り
ま
す

※
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い

る
方
は
４
月
25
日
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

25
日
の
定
期
振
替
が
で
き
な

か
っ
た
方
は
５
月
10
日
に
再

振
替
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

税

目

固
定
資
産
税

期

別

第
１
期

納
期
限

５
月
７
日
（
火
）

４
　

月

今
月
の
納
税

■
次
回
の
開
会
予
定

４
月

日（
金
）
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
振
興
課
農
林
係
）

電
話
８
２
‐
２
５
８
８
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小
谷
村
農
業
委
員
会

定
例
会
の
お
知
ら
せ

平
成
31
年
度

(11) 広報おたり　平成31年４月号


